
拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

（ ） （ ）（１）2016年6月10日
組合員の購読料は
組合費の中に含む

昭和29年12月25日
第３種郵便物認可

（１部30円）
発行定日　毎月10日

2016.6.10

第1494号

発行所
　国鉄労働組合

　　　　盛岡地方本部
発行者　佐々木　　力
編集者　及　川　　孝
TEL 019-622-5021
メールアドレス
nrumori@poem.ocn.ne.jp

　

日
本
に
は
、
四
季

が
あ
る
。
四
季
を
感

じ
る
こ
と
で
五
感
を

鍛
え
心
身
と
も
に
健

や
か
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
風
の

音
や
匂
い
、
蝉
の
鳴

き
声
や
花
火
の
音
、

温
度
の
移
り
変
わ
り
や
白
鳥
の
飛

来
な
ど
春
夏
秋
冬
、
感
じ
方
は
十

人
十
色
▼
そ
ん
な
１
年
を
通
し
て

最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
小
学
校
の
年
中
行
事
の
一
つ

で
あ
る
運
動
会
の
音
が
静
か
に
な

っ
た
こ
と
。
「
頑
張
れ
〜
」
と
言

う
元
気
に
応
援
す
る
子
ど
も
達
の

声
や
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
音

が
、
以
前
は
家
の
中
に
居
て
も
聞

こ
え
て
き
て
「
今
年
も
こ
の
時
期

が
や
っ
て
き
た
か
ぁ
」
と
心
地
よ

く
５
月
を
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
聞
こ
え
て

こ
な
い
。
学
校
側
の
近
隣
周
辺
へ

の
配
慮
で
あ
ろ
う
反
面
、
言
い
知

れ
ぬ
寂
し
さ
を
感
じ
る
▼
「
保
育

園
落
ち
た
」
ブ
ロ
グ
を
契
機
に
政

府
が
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
対

策
を
急
ぐ
中
、
次
は
「
子
ど
も
の

声
う
る
さ
い
」
と
い
う
住
民
の
反

発
で
保
育
園
の
新
設
、
開
園
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う

新
聞
の
記
事
。
「
住
み
慣
れ
た
静

か
な
住
宅
街
に
子
ど
も
の
声
が
響

く
の
は
騒
が
し
く
て
困
る
」
と
話

し
た
60
代
主
婦
。
ま
だ
分
別
の
つ

か
な
い
子
ど
も
の
声
は
騒
音
な
の

だ
ろ
う
か
。
仮
設
住
宅
に
住
ん
で

い
る
お
年
寄
り
は
、
子
ど
も
の
声

に
元
気
を
も
ら
っ
て
励
ま
さ
れ
て

い
る
と
言
う
の
に
残
念
で
な
ら
な

い
▼
子
ど
も
は
、
じ
っ
と
し
て
い

な
い
。
走
り
回
っ
て
風
を
感
じ
、

転
ん
で
痛
み
を
覚
え
、
声
を
出
し

て
遊
ぶ
の
は
元
気
な
証
拠
と
わ
か

っ
て
い
る
は
ず
。
何
故
な
ら
、
昔

か
ら
誰
も
が
そ
の
時
を
経
て
今
が

あ
る
の
だ
か
ら
・
・
・
▼
少
し
見

方
や
考
え
方
を
変
え
る
だ
け
で
心

に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
。
五
感
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
み
る
と
子
ど
も
達

の
声
も
日
本
の
将
来
を
担
う
明
る

い
声
に
聞
こ
え
て
く
る
の
か
も
知

れ
な
い
（
智
）

　　

職
場
の
問
題
解
決
と
拡
大
の
結
合
を

職
場
の
問
題
解
決
と
拡
大
の
結
合
を

◇
も
う
一
人
の
仲
間
の
組
織
化
に
全
力
◇

◇
も
う
一
人
の
仲
間
の
組
織
化
に
全
力
◇

　

本
部
は
６
月
５
日
（
日
）・
６
日
（
月
）
に
、
神
奈
川
県
箱
根
町
・
ホ
テ
ル
開
雲
で
「
第
10
回
全
国
組

織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会
」
を
開
催
し
た
。
機
関
役
員
を
中
心
に
全
国
か
ら
１
２
３
人
の
仲
間
が
結

集
し
、
と
り
わ
け
66
人
も
の
青
年
部
員
が
集
ま
る
等
、
大
変
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
地
方
本
部
か

ら
は
女
性
部
・
小
林
楓
さ
ん
（
八
戸
運
輸
分
会
）
と
菊
池
要
悦
組
織
部
長
が
出
席
し
た
。

　

10
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
回
の
経
験
交
流
集
会
は
、
全
国
の
仲
間
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
よ
り

幅
広
く
運
動
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
前
の
東
西
ブ
ロ
ッ
ク
別
を
見
直
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
、
今
交
流
集
会
の
中
で
一
名
の
青
年
が
国
労
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
た
。
盛
岡
地
本
に
お
い
て
も

「
も
う
一
人
の
仲
間
」
の
組
織
化
に
全
力
を
挙
げ
よ
う
。

▽
６
月
23
・
24
日
（
横
浜
）

　

第
15
回
東
日
本
運
転
協
議
会
貨

　

物
運
転
士
学
習
・
交
流
会

▽
７
月
２
日
（
東
京
）

　

東
日
本
本
部
「
主
務
職
・
助
役

　

職
」
等
交
流
会



















　

井
村
好
博
総
務
財
政
部
長
の
司

会
で
始
ま
っ
た
交
流
集
会
は
、
坂

口
智
彦
中
央
執
行
委
員
長
の
「
組

織
拡
大
に
向
け
、
分
会
活
動
の
よ

り
一
層
の
活
性
化
を
」
と
の
挨
拶

後
、
毎
日
新
聞
記
者
・
東
海
林
智

帰
・
加
入
し
た
郡
山
駅
連
合
分
会

の
二
ノ
宮
健
さ
ん
を
は
じ
め
青
年

部
員
か
ら
国
労
加
入
の
経
緯
に
つ

い
て
報
告
が
さ
れ
た
が
、
共
通
し

て
い
る
の
は
①
強
引
な
労
組
加
入

方
法
へ
の
違
和
感
を
持
っ
て
い
た

こ
と
②
役
員
押
し
付
け
に
対
す
る

反
発
感
を
覚
え
て
い
た
こ
と
③
分

会
執
行
委
員
会
で
は
職
場
問
題
が

議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
参
議
院

選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み
や
動
員

要
請
の
み
で
あ
る
こ
と
④
役
員
と

青
年
と
の
間
に
「
溝
」
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
職

場
の
問
題
に
つ
い
て
国
労
は
解
決

に
向
け
て
努
力
し
、
そ
の
結
果
を

「
返
し
て
」
く
れ
た
こ
と
が
国
労

へ
の
信
頼
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

二
日
間
の
分
散
会
で
あ
っ
た
が
、

分
散
会
報
告
の
中
で
は
加
藤
照
代

女
性
部
長
に
よ
る
報
告
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
女

性
だ
け
の
分
散
会
と
い
う
こ
と
で

気
兼
ね
な
く
、
楽
し
く
交
流
が
で

き
た
。
女
性
を
巡
る
働
く
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
働

き
続
け
る
こ
と
は
大
変
。
け
れ
ど

も
、
も
う
一
人
の
仲
間
作
り
の
た

め
に
視
点
を
変
え
て
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
」
と
い
う
発
言
。
い
ま
、

職
場
で
は
「
マ
イ
・
プ
ロ
」
や
超

勤
な
ど
、
と
り
わ
け
若
手
社
員
に

多
く
の
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。

私
達
国
労
は
、
こ
う
し
た
若
手
社

員
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。
「
仕
事
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
職
場
の
中
心
軸
へ
」
と
地
方

本
部
は
こ
の
間
提
起
し
続
け
て
い

る
が
、
そ
れ
は
単
に
仕
事
が
で
き

る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
若
手

社
員
と
向
き
合
い
、
一
緒
に
考
え

る
中
か
ら
職
場
の
問
題
を
解
決
し

て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

　

本
部
は
来
年
も
経
験
交
流
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
盛
岡
地

本
と
し
て
も
一
人
で
も
多
く
の
青

年
・
女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
強
め
て
行
き
た
い
。

さ
ん
が
「
い
ま
、
労
働
組
合
を
語

る
と
き
」
と
題
し
て
講
演
。
東
海

林
さ
ん
は
、
「
安
倍
政
権
の
労
働

政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
失
業
な

き
労
働
移
動
』
で
あ
り
、
そ
れ
は

雇
用
の
流
動
化
を
意
味
し
、
目
指

す
も
の
は
労
働
の
商
品
化
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
私
達
は
無
力
で
は
な

い
。
労
働
者
の
分
断
に
抗
し
て
未

組
織
の
非
正
規
労
働
者
と
の
連
帯

を
強
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
国

労
に
は
他
の
Ｊ
Ｒ
産
別
に
は
な
い

共
闘
の
仲
間
と
の
連
帯
が
あ
る
」

と
話
し
た
。
地
区
労
セ
ン
タ
ー
等

の
多
く
で
国
労
組
合
員
が
役
員
を

担
っ
て
い
る
。
私
達
は
、
地
域
の

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
行
く
中

か
ら
団
結
と
連
帯
を
強
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
隆
一
中
央
執

行
副
委
員
長
に
よ
る
問
題
提
起
を

受
け
、
９
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ

て
交
流
。
自
分
が
属
し
た
第
６
分

散
会
は
、
座
長
・
水
流
彰
九
州
本

部
組
織
部
長
の
下
、
12
人
で
構
成
。

今
年
３
月
23
日
に
５
人
が
国
労
復

　

地
方
本
部
は
、
５
月
21
日
に
第

２
回
機
関
紙
交
流
会
を
21
人
の
参

加
者
の
中
、
盛
岡
国
労
会
館
４
階

会
議
室
で
開
催
し
た
。

　

交
流
会
は
、
菊
池
組
織
部
長
が

地
方
執
行
委
員
会
を
代
表
し
18
歳

の
新
規
採
用
者
の
国
労
加
入
の
報

告
と
組
織
拡
大
、
参
議
院
選
挙
の

闘
い
に
つ
い
て
、
同
時
に
教
宣
活

動
と
連
動
し
た
取
り
組
み
要
請
の

挨
拶
を
行
っ

た
。

　

続
い
て
、

及
川
教
宣
部

長
が
機
関
紙

の
発
行
に
向

け
、
難
し
く

考
え
ず
、
１

人
で
の
取
り

組
み
は
大
変

な
の
で
、
何

人
か
で
身
近

な
問
題
を
記

事
に
し
、
発

行
機
関
は
継

続
、
未
発
行
の
機
関
は
ま
ず
第
１

号
の
発
行
を
と
述
べ
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

２
０
１
０
基
本
講
座
と
し
テ
キ
ス

ト
ボ
ッ
ク
ス
文
字
の
配
置
、
写
真

や
画
像
・
図
の
挿
入
、
写
真
等
の

画
像
を
好
き
な
形
状
に
加
工
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
機
関
紙
作

成
の
要
領
を
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
具
体
的
に
作
成

し
て
い
る
時
点
で
の
問
題
や
操
作

の
質
問
が
出
さ
れ
、
及
川
教
宣
部

長
、
遠
藤
書
記
が
分
会
で
発
行
さ

れ
て
い
る
機
関
紙
を
参
考
に
操
作

事
例
を
紹
介
し
た
り
、
参
加
者
か

ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
、
短

い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
機
関
紙
作
成
の
意
見
交

換
が
有
意
義
に
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
及
川
教
宣
部
長
が
「
今

回
の
交
流
会
を
踏
ま
え
、
発
行
分

会
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
未
発
行
の

分
会
は
発
行
に
努
力
し
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
と
結
合
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
交
流
会
を
終
了
し
た
。

機
関
紙
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

第10回全国組織強化・拡大
経　験　交　流　集　会

＝＝第24回参議院議員選挙＝＝

▽
７
月
９
・
10
日
（
軽
井
沢
）

　

東
日
本
本
部
女
性
部
第
26
回
明

　

る
く
元
気
に
学
習
交
流
会

▽
７
月
28
・
29
日
（
高
崎
地
本
内
）

　

第
85
回
定
期
全
国
大
会

▽
７
月
28
・
29
日
（
雫
石
）

　

東
日
本
運
輸
協
議
会
東
北
ブ
ロ

　

ッ
ク
交
流
会

発
行
目
ざ
し
努
力
し
よ
う

＝＝
地
方
本
部
機
関
紙
交
流
会
＝＝

１
２
３
人
の
参
加
で
意
見
交
流

「
盛
岡
か
ら
も
２
人
が
参
加
」

「21人が参加し作成方法等で交流」

＝＝参加した青年部による記念のスナップ＝＝

　

６
月
22
日
公
示
・
７
月
10
日

（
日
）
投
開
票
で
第
24
回
参
議
院

議
員
選
挙
の
実
施
が
決
定
さ
れ
た
。

地
方
本
部
も
す
で
に
別
掲
の
比
例

代
表
の
吉
田
忠
智
（
社
会
民
主
党

公
認
）
、
岩
手
・
青
森
県
選
挙
区

の
野
党
統
一
候
補
の
木
戸
口
英

司
・
田
名
部
匡
代
予
定
候
補
３
氏

を
推
薦
決
定
し
て
い
る
。

　

今
選
挙
は
、
「
戦
争
法
の
廃
止
、

憲
法
の
改
正
を
許
さ
な
い
」
「
貧

国
と
格
差
を
許
さ
な
い
」
「
原
発

の
推
進
を
許
さ
ず
脱
原
発
」
な
ど

を
求
め
、
平
和
と
民
主
主
義
、
人

権
と
生
存
権
を
守
っ
て
い
く
う
え

で
も
大
切
な
選
挙
、
各
地
区
で
推

薦
候
補
の
議
席
確
保
に
向
け
１
人

ひ
と
り
が
奮
闘
し
て
い
こ
う
。

　

▽
比
例
代
表

　

吉
田　

忠
智
（
現
）
60
歳

　
　

社
会
民
主
党
公
認

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
１
９
５
６
年

３
月
大
分
市
生
ま
れ
。
九
州
大
学

卒
業
。
大
分
県
庁
に
入
職
し
農
業

土
木
技
術
者
と
し
て
農
村
整
備
事

業
な
ど
に
従
事
。
自
治
労
大
分
県

本
部
書
記
長
３
期
。
県
議
会
議
員

３
期
。
２
０
１
０
参
議
院
議
員
に

当
選
。
２
０
１
３
年
党
首
就
任
。

　

▽
岩
手
選
挙
区

　

木
戸
口　

英
司
（
新
）
52
歳

　
　

無
所
属
（
野
党
統
一
候
補
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
１
９
６
３
年

８
月
花
巻
市
生
ま
れ
。
千
葉
大
学

法
学
部
卒
業
。
小
沢
一
郎
衆
議
院

議
員
第
２
・
１
・
政
策
秘
書
。
２

０
０
３
岩
手
県
議
会
議
員
当
選
。

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
達
増
拓
也

知
事
の
政
務
秘
書
。
「
い
わ
て
復

興
塾
」
で
は
事
務
局
を
担
当
。

▽
青
森
選
挙
区

　

田
名
部　

匡
代
（
新
）
46
歳

　
　

無
所
属
（
野
党
統
一
候
補
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
１
９
６
９
年

７
月
生
ま
れ
。
玉
川
学
園
女
子
短

期
大
学
卒
業
。
衆
議
院
議
員
田
名

部
匡
省
秘
書
。
南
部
山
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
勤
務
。
２
０
０
３
年
衆
議

院
議
員
初
当
選
・
通
算
３
期
（
農

林
水
産
大
臣
政
務
官
、
農
水
委
員

会
筆
頭
理
事
歴
任
）

「戦争法」の廃止を目指そう
  推せん候補の当選に全力を
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乾杯しレセプションへ

「デモ・シュプレヒコールでの訴え」

＝盛岡地本も元気に参加（5月26日開会式）＝
〈参加選手名簿〉

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
岩
手
県
委

員
会
・
社
民
党
岩
手
県
連
合
・
平

和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
の
３
団

体
が
主
催
す
る
「
安
倍
政
権
を
打

ち
倒
そ
う
！
戦
争
を

さ
せ
な
い
県
民
総
決

起
集
会
」
が
５
月
14

日
、
盛
岡
市
の
岩
手

県
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
、
安
倍
政
権
の
退

陣
と
戦
争
法
の
廃
止

を
求
め
る
岩
手
県

民
・
労
組
団
体
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し

た
。
（
国
労
は
15
人

が
参
加
）

　

集
会
は
、
社
民
党

岩
手
県
連
合
の
細
川

光
正
幹
事
長
が
開
会

挨
拶
。
主
催
者
を
代

盛
岡
地
本
チ
ー
ム
が
初
優
勝

＝＝
２
日
目
雨
、
抽
選
で
の
栄
冠
＝＝

戦
争
法
の
廃
止
求
め
300
人

佐
高
信
氏
が
辛
口
の
ト
ー
ク

戦
争
を
さ
せ
な
い
岩
手
県
民
総
決
起
集
会

第15回東日本本部
軟 式 野 球 大 会

表
し
て
戦
争
を
さ
せ
な
い
！
岩
手

県
委
員
会
・
代
表
呼
び
か
け
人
の

石
橋
乙
秀
弁
護
士
が
、
「
戦
争
法

が
成
立
し
た
が
、
我
が
国
の
反
対

運
動
が
こ
れ
ほ
ど
継
続
し
て
い
る

の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
。
国
民
は

憲
法
の
危
機
と
国
の
あ
り
方
が
変

わ
る
と
感
じ
て
い
る
。
安
倍
首
相

は
明
治
憲
法
の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、

１
番
が
国
で
２
番
が
国
民
の
生
活

と
い
う
考
え
だ
。
参
院
選
を
勝
利

し
安
倍
政
権
を
打
ち
倒
そ
う
」
と

挨
拶
し
た
。
続
い
て
、
社
民
党
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
田
山
事
務

局
長
が
「
東
北
の
全
て
の
県
で
自

公
政
権
を
倒
し
、
安
倍
首
相
を
退

陣
に
追
い
込
む
こ
と
が
１
番
の
課

題
で
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

集
会
で
は
「
安
倍
政
権
を
斬

る
！
」
と
題
し
、
評
論
家
の
佐
高

信
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
基
調
講
演

が
行
な
わ
れ
た
。

　

佐
高
さ
ん
は
、
「
１
９
９
４
年
、

自
民
党
が
野
党
時
代
に
激
し
い
公

明
党
批
判
を
し
て
い
た
。
そ
の
５

年
後
に
自
公
は
連
立
を
組
み
15
年

続
い
て
い
る
。
彼
ら
は
野
党
共
闘

を
野
合
と
揶
揄
し
て
い
る
が
自
公

の
共
闘
こ
そ
が
野
合
中
の
野
合
だ
。

水
と
油
の
野
合
が
簡
単
に
連
立
を

組
む
の
か
不
思
議
だ
」
と
辛
口
の

ト
ー
ク
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
約
１

時
間
半
講
演
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
教
組
と
高
教
組
の

仲
間
か
ら
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、

最
後
に
社
民
党
の
小
西
和
子
県
議

の
音
頭
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

を
三
唱
し
閉
会
し
た
。
参
加
者
は
、

大
通
り
を
経
由
し
て
ク
ロ
ス
テ
ラ

ス
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、

「
安
倍
政
権
は
退
陣
せ
よ
！
」

「
戦
争
法
反
対
！
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
に
訴
え
た
。

学び・連帯・団結が国労の力
国労結成70周年記念講演・レセプション

熊本地震
復興支援

右記対象取引のいずれかをご契約・お申込みいただいた方に

（イメージ）

対象のお取引

❶ 定期預金（５万円以上の新規お預入れまたは増額書替え）

❷ 積立型預金（財形・エース預金）の年間積立額５万円

　  以上の新規契約または３万円以上の増額契約

❸ マイプランの新規ご契約

❹ 無担保ローン（マイカーローン・無担保住宅ローン・
　  教育ローン・フリーローン）の新規ご契約

❺ 住宅ローンの新規お申込み

スマート

エマージェンシーボトル

（簡易防災グッズ）を

もれなく

プレゼント!!

　

国
労
結
成
70
周
年
を
記
念
し
た

講
演
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
５
月
21

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
（
交
通
ビ
ル
）
は
、

講
師
に
国
労
弁
護
団
と
し
て
50
年

　

第
15
回
国
労
東
日
本
本
部
軟
式

野
球
大
会
は
５
月
26
日
・
27
日
の

両
日
、
東
京
都
の
大
井
ふ
頭
中
央

海
浜
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
、

東
日
本
の
各
地
か
ら
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
盛
岡
チ
ー
ム
は
、
菊
池
辰
夫

監
督
（
一
関
工
務
分
会
）
率
い
る

選
手
14
人
と
及
川
地
方
本
部
教
宣

部
長
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
予
選
２
試
合
行
い
、
予

選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を

１
位
通
過
し
た
チ
ー
ム
が
決
勝
戦

へ
進
出
し
、
２
位
通
過
し
た
チ
ー

ム
が
３
位
決
定
戦
へ
進
む
方
式
で

行
わ
れ
た
。
盛
岡
は
予
選
Ａ
ブ
ロ

ッ
ク
（
盛
岡
・
東
京
Ｂ
（
大
宮
）
・

高
崎
・
長
野
・
秋
田
）
の
５
チ
ー

ム
に
入
り
、
初
戦
は
東
京
Ｂ
、
２

回
戦
は
秋
田
と
の
対
戦
が
決
定
。

　

東
京
Ｂ
と
の
試
合
は
、
伊
藤
馨

選
手
（
八
戸
工
務
分
会
）
が
先
発

し
、
両
チ
ー
ム
の
好
プ
レ
ー
で
、

試
合
い
は
５
回
ま
で
１
対
１
の
テ

ン
ポ
の
良
い
好
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

盛
岡
は
６
回
の
チ
ャ
ン
ス
に
吉
田

等
選
手
（
盛
岡
貨
物
分
会
）
が
ラ

イ
ト
前
に
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
２
点
勝

ち
越
し
。
続
く
７
回
に
も
連
打
か

ら
２
点
追
加
点
を
挙
げ
東
京
Ｂ
を

突
き
放
し
、
完
投
し
た
伊
藤
選
手

が
反
撃
を
１
点
に
抑
え
５
対
２
で

勝
利
し
た
。

　

大
会
２
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
と
な
り
、
大
会
会
場
の
会
議

室
に
集
合
し
た
大
会
役
員
・
審
判

団
・
各
チ
ー
ム
の
代
表
者
が
会
議

を
開
催
し
、
こ
の
場
で
２
日
目
の

試
合
を
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
決
勝
進
出
チ
ー
ム
を
決
定
す

る
た
め
の
具
体
的
な
抽
選
方
法
が

全
体
の
承
認
で
決
め
ら
れ
、
３
位

決
定
戦
が
長
野
と
東
京
Ａ
が
抽
選

し
、
東
京
Ａ
が
３
位
。
決
勝
に
残

っ
た
盛
岡
と
仙
台
が
抽
選
の
結
果
、

盛
岡
が
見
事
に
当
た
り
抽
選
を
引

き
当
て
初
優
勝
。
仙
台
が
２
位
と

な
っ
た
。
ま
た
、
個
人
賞
で
は
１

回
戦
を
完
投
し
勝
利
投
手
に
な
っ

た
伊
藤
選
手
が
「
最
優
秀
投
手

賞
」
、
同
試
合
で
勝
利
打
点
を
挙

げ
た
吉
田
選
手
が
「
最
優
秀
選
手

賞
」
に
輝
き
、
閉
会
式
で
表
彰
さ

れ
た
。

　

閉
会
式
後
に
菊
池
監
督
が
、
「
決

勝
の
抽
選
は
、
選
手
の
熱
意
で
勝

ち
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結

果
を
、
今
ま
で
野
球
チ
ー
ム
を
け

ん
引
し
て
く
れ
た
浅
井
前
監
督
や

故
・
笹
山
さ
ん
に
報
告
し
た
い
。

け
が
人
も
な
く
無
事
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
感
謝
す
る
」
と
の

あ
い
さ
つ
で
締
め
く
く
り
会
場
を

後
に
し
た
。

間
私
た
ち
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
宮
里
弁
護
士
を

む
か
え
、
団
結
破
壊
と
組
織
攻
撃

と
の
闘
い
の
連
続
だ
っ
た
国
労
運

動
の
70
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

１
９
４

６
年
２
月

に
国
鉄
労

働
組
合
総

連
合
会
と

し
て
発
足

し
、
翌
年

６
月
に
第

１
回
大
会

を
開
催
し

結
成
さ
れ

た
国
鉄
労

働
組
合
は
、

闘
い
を

徐
々
に
本

格
化
し
ス

ト
ラ
イ
キ

を
含
む
闘
い
を
展
開
し
ま
す
。
こ

の
闘
争
に
対
し
解
雇
な
ど
の
大
量

処
分
と
刑
事
告
訴
な
ど
の
弾
圧
で

国
鉄
当
局
は
応
戦
。
大
量
処
分
と

刑
事
弾
圧
と
の
闘
い
が
、
先
生
が

振
り
返
る
最
初
の
闘
い
で
す
。

　

１
９
６
９
年
か
ら
は
「
マ
ル
生
」

と
の
闘
い
で
す
。
激
し
い
組
織
攻

撃
の
中
、
１
９
７
１
年
８
月
の
函

館
大
会
で
当
時
の
中
川
委
員
長
は

「
座
し
て
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
よ

り
立
っ
て
反
撃
を
」
と
組
合
員
を

鼓
舞
し
、
反
「
マ
ル
生
」
闘
争
は

本
格
化
し
ま
す
。
不
当
労
働
行
為

の
決
的
証
拠
が
見
つ
か
り
国
鉄
総

裁
が
国
会
で
陳
謝
、
「
マ
ル
生
」

運
動
は
中
止
に
な
り
国
労
は
こ
の

闘
い
に
勝
利
、
組
織
力
を
回
復
し

て
い
き
ま
す
。

　

１
９
７
６
年
か
ら
は
ス
ト
権
ス

ト
へ
の
報
復
と
し
て
２
０
２
億
損

害
賠
償
攻
撃
と
の
闘
い
で
す
。
弁

護
団
懸
命
の
努
力
で
18
年
４
ヶ
月

間
判
決
を
出
さ
せ
ず
、
分
割
民
営

化
で
当
局
が
取
り
下
げ
る
と
い
う

形
で
終
結
し
ま
し
た
。

　

私
の
国
鉄
入
社
は
１
９
８
０
年

４
月
、
国
労
加
入
は
６
月
で
す
。

　

国
鉄
が
な
く
な
る
な
ど
思
い
も

よ
ら
な
い
中
、
入
社
後
数
年
で
国

鉄
赤
字
攻
撃
が
始
ま
り
、
諸
先
輩

が
勝
ち
取
っ
て
き
た
多
く
の
権
利

や
慣
行
は
一
方
的
に
剥
奪
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
国
鉄
改
革
に
名
を

借
り
た
国
労
潰
し
が
始
ま
り
ま
す
。 

国
労
だ
と
い
う
だ
け
で
本
来
業
務

を
外
さ
れ
ま
し
た
。
攻
撃
は
熾
烈

を
極
め
、
分
裂
・
大
量
脱
退
と
大

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
仲

間
が
新
会
社
か
ら
採
用
を
拒
否
さ

れ
、
新
会
社
で
も
国
労
差
別
が
横

行
し
ま
し
た
。
し
か
し
闘
争
団
結

成
、
地
労
委
闘
争
・
裁
判
闘
争
と

闘
い
を
継
続
し
四
半
世
紀
か
け
て

解
雇
撤
回
闘
争
を
解
決
し
、
和
解

か
ら
組
織
拡
大
へ
、
運
動
は
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

国
労
へ
の
弾
圧
は
闘
っ
て
き
た

こ
と
の
証
で
あ
り
、
私
た
ち
は
団

結
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

「
職
場
を
運
動
の
原
点
に
、
一
人

ひ
と
り
の
労
働
者
の
権
利
と
民
主

的
組
織
運
営
を
大
切
に
し
、
学
ぶ

こ
と
と
地
域
と
の
連
帯
を
大
事
に

し
て
き
た
」
こ
と
で
築
か
れ
た
団

結
だ
と
宮
里
先
生
は
話
し
ま
す
。

少
数
派
か
ら
多
数
派
へ
と
転
じ
る

た
め
、
国
労
の
歴
史
に
学
び
運
動

を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
往
年
の

役
員
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
参

集
す
る
中
、
国
労
の
闘
い
を
映
像

で
振
り
返
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

地
方
本
部
書
記
長　

沢
田
光
広

職　場　名
一関保線技術センター
八戸新幹線保線技術センター
盛岡保線技術センター
盛岡電力技術センター
盛岡総合鉄道
出向/ロジステツク盛岡
盛岡総合鉄道
一関保線技術センター
青森運輸区
青森運輸区
青森運輸区
出向/青い森鉄道
八戸運輸区
八戸工務分会ＯＢ
盛岡電力技術センター

氏　名
菊池　辰夫
伊東　馨
鈴木不二人
高橋　幸治
佐々木　忠
吉田　等
久保田勝雄
佐藤　仁
八嶋　昌二
八戸　勝則
阿保　浩志
逢坂喜美雄
澤頭　俊幸
工藤　賢二
及川　孝

分　会　名
一関工務分会
八戸工務分会
盛岡施設分会
盛岡電気分会
盛岡貨物分会
盛岡貨物分会
盛岡貨物分会
一関工務分会
青森運輸区分会
青森運輸区分会
青森運輸区分会
青森施設分会
八戸運輸分会

地方本部

監 督
主 将
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
選 手
引率者


